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徹底した衛生管理で「美味」をお届けします。

すし･弁当･幕の内･仕出し料理専門店

A  C  Sエー シー エス
＊受付時間＊

午前９時～午後8時45分

あづまケータリングサービス 年中無休 株式会社 東鮓

0743-75-3033（代）
生駒市辻町53番地北畑ビル1F

東生駒店 ●近鉄東生駒駅北へ500m
国文都市地区中部（E地区）整地工事で
近隣の子どもたちと

生
駒
市
自
治
連
合
会
結
成

　
　
　
　
　
　
　
四
十
周
年
を
迎
え
て

生
駒
市
自
治
連
合
会
会
長

藤
堂　

宏
子

　　

昭
和
四
十
七
年
に
生
駒
市
自

治
連
合
会
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
、

四
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の

間
、
自
治
会
お
よ
び
自
治
連
合
会

の
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
歴

代
会
長
、
役
員
並
び
に
会
員
の
皆

様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
度
、
自
治
連
合
会
結
成

四
十
周
年
の
節
目
に
当
た
り
、
活

動
を
振
り
返
り
、
気
持
ち
を
新
た

に
今
後
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

住
宅
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き

た
生
駒
市
に
お
い
て
も
、
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
時
代
の
変
遷
と
と

も
に
自
治
会
が
抱
え
る
問
題
も
変

化
し
て
き
ま
し
た
。
各
自
治
会
で

は
積
極
的
に
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

単
一
の
自
治
会
で
は
解
決
で
き
な

い
課
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
連
携
し
て
取
り
組
む
た

め
、
自
治
連
合
会
で
は
、
平
成

生
駒
市
長　

山
下　

真

　

自
治
連
合
会
結
成
四
十
周
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
月
三
日
か
ら
三
期
目
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
二
期
八
年

に
お
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
・
自

治
連
合
会
の
み
な
さ
ま
方
の
ご
支

援
、
ご
協
力
に
よ
り
、
市
政
に
ま

い
進
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
平
成
二
十
二
年
に
生

駒
市
自
治
基
本
条
例
を
施
行
し
、

市
民
が
主
役
の
参
画
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
定
め
、
市

民
自
治
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
市
民
自
治
活
動
の
主
体

と
し
て
、
自
治
会
、
自
治
連
合
会

の
役
割
は
、
大
変
大
き
い
と
実
感

し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
は
、
自
主
防
災
会

の
結
成
率
の
向
上
や
市
と
協
働
で

十
五
年
度
か
ら
、「
ご
み
・
ペ
ッ

ト
の
糞
問
題
」、「
自
治
会
活
動
の

活
性
化
」、「
自
主
防
災
会
の
拡
大

と
活
性
化
」
な
ど
共
通
の
課
題
を

テ
ー
マ
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

特
に
、
自
主
防
災
会
は
、
こ
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
結

成
が
進
み
、
平
成
十
九
年
四
月
に

は
結
成
率
四
十
二
・
九
％
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
二
十
五
年
四
月

現
在
で
は
八
十
六
・
一
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
二
十
四
年
度
に

は
、
市
と
共
催
で
自
助
共
助
の
生

駒
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

み
ん
な
が
協
力
し
て
支
え
合

い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
た
時
、
地
域
の
力
が

自
治
会
活
動
の
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
は
、

「
地
域
力
の
向
上
に
向
け
て
」
を

テ
ー
マ
に
市
民
自
治
、
防
災
、
ご

み
の
再
資
源
化
等
、
様
々
な
課
題

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

自
治
連
合
会
で
は
、
今
後
も
各

自
治
会
が
連
携
し
、
行
政
と
も
協

働
し
な
が
ら
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
賜
わ
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

開
催
し
た
自
助
共
助
の
総
合
防
災

訓
練
、
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
事
業
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

な
ど
に
、
そ
の
実
績
は
、
顕
著
に

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
自
治
会
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
地
域
の
夏
ま
つ
り
や
餅

つ
き
な
ど
、
親
睦
行
事
も
盛
ん
に

行
わ
れ
、
震
災
以
降
、
地
域
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
が
謳
わ
れ
て
い

る
中
、
こ
の
よ
う
な
事
業
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
さ
ら
に
重
要
で

あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　

三
期
目
に
入
り
ま
し
て
、
マ

ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に
お
き
ま
し
て

は
、「
関
西
一
魅
力
的
な
住
宅
都

市
、
完
成
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
約
の
達
成
の
た
め
に

は
、
住
民
の
み
な
さ
ま
方
が
、
積

極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

地
域
住
民
の
自
治
組
織
で
あ
る
自

治
会
・
自
治
連
合
会
と
の
協
働
事

業
も
よ
り
一
層
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
生
駒
市
自
治
連
合
会

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

自
治
連
合
会
四
十
周
年
を
祝
し
て
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平
成
二
十
五
年
度
生
駒
市
自
治

連
合
会
第
二
回
全
体
集
会
を
、
二

月
二
日
に
生
駒
市
役
所
大
会
議
室

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
体
集
会
で
は
、
や
ま

び
こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
い
さ
つ

運
動
、
白
庭
台
自
治
会
の
地
域

力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
「
む
く

笑
談
室
」、
東
地
区
自
治
連
合
会

県
外
視
察
研
修
に
つ
い
て
の
報
告

と
、
防
災
部
会
の
取
組
や
補
助
金

に
つ
い
て
の
事
務
連
絡
が
あ
り
ま

し
た
。

　

生
駒
市
自
治
連
合
会
で
は
、
昨

年
十
月
に
、
各
自
治
会
の
運
営
状

況
や
事
業
・
行
事
の
実
施
状
況
、

自
治
会
の
活
動
に
お
け
る
課
題
を

把
握
し
、
地
域
力
の
向
上
を
目
指

す
と
と
も
に
、
自
治
会
活
動
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
百
二
十
六
の

自
治
会
の
内
、
九
十
四
の
自
治
会

か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

調
査
項
目
と
し
て
、
自
治
会
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
会
費
、
入
会

金
等
の
金
額
や
、
役
員
の
選
出
方

法
、
情
報
共
有
の
方
法
な
ど
、
自

治
会
事
業
・
行
事
に
つ
い
て
は
、

事
業
の
内
容
や
、
参
加
促
進
の
た

め
の
方
法
な
ど
、
活
動
や
運
営
の

課
題
や
、
集
会
所
の
運
営
な
ど
に

つ
い
て
も
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
、
各
自
治
会
長
に

配
布
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　

自
治
会
費
の
平
均
は
、
年
額
で

約
五
千
三
百
円
で
、
世
帯
数
別

に
み
る
と
、
九
十
九
世
帯
以
下
の

自
治
会
で
は
、
平
均
約
七
千
七
百

円
で
あ
る
の
に
対
し
、
五
百
世
帯

以
上
の
自
治
会
で
は
、
平
均
約

四
千
五
百
円
余
り
で
あ
り
、
世
帯

数
が
多
く
な
る
ほ
ど
、
自
治
会
費

が
安
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
自
治
会
の
活
動
・
運

平
成
二
十
五
年
度

生
駒
市
自
治
連
合
会
第
二
回

全
体
集
会
を
開
催

営
面
で
の
課
題
（
表
１
）
と
し
て

は
、
住
民
・
役
員
の
高
齢
化
が

最
も
多
く
、
課
題
解
決
の
た
め

の
取
組
（
表
２
）
に
つ
い
て
も
、

七
十
九
の
自
治
会
か
ら
回
答
が
あ

り
、
様
々
な
形
で
対
応
し
よ
う
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
の
メ
リ
ッ
ト
（
表

３
）
に
つ
い
て
も
、
八
十
六
の
自

治
会
か
ら
回
答
が
あ
り
、
う
ち

三
十
四
の
自
治
会
が
、「
顔
見
知

り
が
増
え
た
。」
と
、
回
答
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
が
、
各
自
治
会

の
活
動
の
参
考
と
な
り
、
地
域
力

の
向
上
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

自
治
会
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

　

多
数
の
自
治
会
長
の
参
加
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
を
熱
心
に

拝
聴
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

全
体
集
会
終
了
後
に
は
、
地
区

別
の
会
議
も
行
わ
れ
、
全
体
集
会

の
内
容
を
よ
り
深
め
た
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東地区自治連合会
西野副会長

白庭台自治会
七尾会長

やまびこネットワーク
清水代表

仕出し・持ち帰り・食事

0800-123-1233フリーダイヤル

近鉄アントレ生駒　専門店街1F

個室有り　36名様まで収容可能
祝事・法事　各種宴会承ります。

表１　自治会の活動
　　　運営面での課題

住民・役員の高齢化
役員のなり手が少ない
役員の仕事が多い・仕事が集中する
仕事が忙しく行事等に参加できない
自治会を脱会する人の増加
住民の関心が低い
住民の協力・賛同が得られにくい
集会所の老朽化・建て替え
協力的でありがたい
その他
特になし
回答数合計
無回答
回答自治会数

46
30
10
7
5
36
13
3
2
18
4

174
12
103

合計

表２　課題解決のための
　　　取組内容 

組織・体制・役割分担の見直し
役員選出方法の見直し
住民への協力要請・意識啓発
行事内容の見直し・魅力的な行事の実施
わからない・検討（苦慮）中
その他
特になし・何もしていない
回答数合計
無回答
回答自治会数

12
9
22
6
14
17
11
91
36
79

合計

表３　自治会活動の
　　　メリット

顔見知りが増えた
住民等との交流機会が増えた
人間関係や協調性が向上した
生活面での安全・安心が高まった
生きがい・やりがいを感じる
地域や行政のことがよくわかるようになった
市とのコンタクトが取りやすくなった
その他
メリットはない
回答数合計
無回答
回答自治会数

34
26
18
5
6
18
5
14
2

128
29
86

合計
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東
地
区
県
外
視
察
研
修

東
地
区
県
外
視
察
研
修

南
地
区
県
外
視
察
研
修

南
地
区
県
外
視
察
研
修

県
外
研
修
に
参
加
し
て

「
防
災
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
た
地
域
活
動
の
活

性
化
に
つ
い
て
」

月
見
町
第
１
ガ
ー
デ
ン
ハ
イ
ツ

自
治
会
長　

平
井
和
男

　

飯
田
市
は
、
生
駒
市
と
災
害
時

相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

人
口
は
同
じ
ぐ
ら
い
で
す
が
、
東

西
を
ア
ル
プ
ス
に
挟
ま
れ
標
高

差
二
千
百
メ
ー
ト
ル
、
面
積
は

十
二
・
四
倍
と
い
う
広
大
で
起
伏

に
と
ん
だ
市
域
を
擁
し
、
山
間
部

に
は
、
急
峻
で
崩
れ
や
す
い
地
域

が
多
数
あ
り
、
高
齢
化
率
五
十
％

を
超
え
る
集
落
も
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

災
害
時
要
援
護
者
へ
の
共
助
の

難
し
さ
（
個
人
情
報
の
壁
）
の
問

題
を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

生
駒
市
で
も
現
実
に
同
じ
よ
う
な

壁
に
ぶ
つ
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

災
害
時
の
目
標
指
針
と
し
て
二

時
間
以
内
の
安
全
確
認
（
全
世

帯
）、
二
日
間
の
安
全
確
保
（
自

助
・
共
助
）
は
、
双
方
同
じ
意

見
が
出
て
い
ま
し
た
。
実
際
の
公

助
は
も
っ
と
遅
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

私
た
ち
の
住
む
近
畿
で
も
東
南

海
地
震
の
確
率
が
年
々
と
上
が
っ

て
き
て
お
り
、
日
頃
の
備
え
と
、

危
険
予
知
を
し
て
お
く
こ
と
の
大

切
さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

壱
分
町
西
自
治
会
長　

井
ノ
上　

善
太
郎

　

赤
穂
市
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
と

連
絡
協
議
会
の
活
動
を
研
修
し
、

そ
の
中
で
も
消
防
庁
で
表
彰
さ
れ

た
自
主
防
災
会
の
取
り
組
み
や

活
性
化
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

　

防
災
訓
練
の
必
要
性
は
、
理

解
し
て
も
ら
え
る
が
、「
ど
の
よ

う
に
活
動
を
維
持
し
、
盛
り
上
げ

て
い
る
の
か
。」
と
い
う
問
い
は
、

私
の
地
区
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

赤
穂
市
塩し
お

屋や

地
区
防
災
会
で

は
、
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
治

会
役
員
で
は
な
く
、
青
年
会
、
小

中
学
校
の
親
と
中
学
生
で
あ
り
、

自
治
会
は
、
そ
れ
を
補
助
し
、
活

動
費
を
支
援
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

自
治
会
の
行
事
活
動
の
中
心

は
、
自
治
会
役
員
、
老
人
会
、
婦

人
会
、
子
供
会
な
ど
参
加
協
力
団

体
は
同
じ
で
あ
る
の
で
す
が
、
主

力
年
齢
層
が
違
う
よ
う
で
す
。

　

私
の
自
治
会
で
は
、
五
十
歳
代

以
上
の
協
力
者
が
主
力
で
若
い
年

代
の
自
主
防
災
に
参
加
協
力
を
促

す
た
め
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

塩
屋
地
区
で
は
、
神
社
の
祭
り

の
行
事
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
若

い
協
力
者
が
増
え
ま
し
た
。　

　

私
の
自
治
会
内
に
も
往
馬
大
社

が
あ
り
、
無
形
文
化
財
の
火
祭
り

行
事
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
会
員
の
年
齢
に
関
係
な
く

一
つ
の
こ
と
を
協
力
し
な
が
ら
行

う
こ
と
は
、
自
主
防
災
で
す
。

　

地
域
の
祭
り
行
事
と
似
て
い

ま
す
。
住
民
が
共
同
す
る
た
め
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
き
っ
か
け
が
必

要
で
す
。

　

塩
屋
地
区
の
活
動
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
若
い
会
員
の
協
力
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
自
治
会
役
員
と
一

緒
に
楽
し
み
と
親
睦
を
基
本
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

翌
日
、
名
古
屋
市
港
防
災
セ
ン

タ
ー
で
の
体
験
、
見
学
と
防
災
セ

ン
タ
ー
長
の
ト
ー
ク
を
聞
き
ま
し

た
。

『
災
害
で
一
番
大
事
な
こ
と
』

は
、「
ま
ず
自
分
が
死
な
な
い
こ

と
」
そ
の
た
め
に
ど
う
す
る
か
。

○
火
災　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

付
け
た
か
。

○
初
期
消
火　

消
火
器
が
有
れ
ば

使
用
す
る
が
、
ス
プ
レ
ー
式
の

簡
易
消
火
具
も
安
価
で
簡
単
で

使
い
や
す
い
。

○
地
震
等
異
常
事
態
発
生
時
に

は
、
頭
と
心
臓
を
守
る
姿
勢
を

取
る
。

　

こ
の
三
点
の
ト
ー
ク
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

大和十三佛霊場第一番
近畿三十六不動尊霊場第二十九番

寳山寺
〒630-0266　奈良県生駒市門前町 1－1

生駒聖天
大 本 山
生 駒 山

ＴＥＬ．（0743）73－2006
ＦＡＸ．（0743）74－0070

キップ一枚から国内旅行・海外旅行・海外格安航空券

いこまツーリスト
※お電話1本で予約、手配、発券ができます。※他社パッケージ旅
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北
地
区
自
治
連
合
会

西
地
区
自
治
連
合
会

防
災
訓
練
に
つ
い
て

鹿
ノ
台
自
治
連
合
会
長

柴
野　

元
秀

「
あ
か
し
あ
サ
ロ
ン
」に
つ
い
て

光
陽
台
自
治
会
あ
か
し
あ
サ
ロ
ン

　

代
表　

福
井
玲
子

　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
四

日
、
北
地
区
自
治
連
合
会
防
災
訓

練
が
鹿
ノ
台
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
主
会
場
、
ひ
か
り
が
丘
集
会
所

を
地
区
会
場
と
し
て
実
施
さ
れ
、

地
元
鹿
ノ
台
か
ら
は
約
三
百
人
が

参
加
し
ま
し
た

　

主
会
場
で
は
、「
生
駒
市
災
害

対
策
本
部
」
と
北
地
区
の
連
絡

所
、
避
難
所
を
結
ん
で
Ｍ
Ｃ
Ａ
無

線
機
を
用
い
て
の
情
報
伝
達
訓
練

が
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
ノ
台
自
主
防
災
会
の

主
導
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
人
形
を
用
い

た
救
出
救
護
訓
練
及
び
水
消
火
器

を
用
い
た
消
火
訓
練
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

地
区
会
場
で
は
、
約
三
十
名
の

ひ
か
り
が
丘
自
主
防
災
会
の
皆
様

を
中
心
に
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。　
　
　

　

約
二
時
間
に
わ
た
る
訓
練
は
、

十
分
な
る
手
ご
た
え
を
残
し
て
無

事
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

鹿
ノ
台
自
主
防
災
会
は
、
平
成

　

光
陽
台
に
、
サ
ロ
ン
を
オ
ー
プ

ン
し
て
、
今
年
の
七
月
で
満
七
年

を
迎
え
ま
す
。
高
齢
化
社
会
が
進

む
中
、
住
民
の
誰
も
が
参
加
で
き

る
サ
ロ
ン
を
光
陽
台
で
も
つ
く
り

た
い
と
、
民
生
委
員
が
声
掛
け
を

し
て
、
平
成
十
九
年
四
月
、
自
治

会
の
総
会
に
諮
り
承
認
を
得
て
立

ち
上
げ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
も
無
い
ま
ま
、
集
ま
っ
た

ス
タ
ッ
フ
が
知
恵
を
出
し
合
い
話

し
合
う
中
、
丁
度
住
民
か
ら
喫

茶
用
具
一
式
の
寄
贈
が
あ
り
、
自

治
会
か
ら
も
初
期
費
用
を
い
た
だ

き
、
中
央
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
サ
ロ
ン
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

住
民
の
横
の
繋
が
り
を
大
切
に

考
え
、
月
一
回
第
四
金
曜
日
の
午

後
一
時
か
ら
三
時
迄
集
う
こ
と
と

し
、
当
初
は
、
住
民
の
方
々
の
豊

富
な
体
験
を
話
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
ス
タ
ッ
フ
は
男
性
三
名

を
含
め
十
七
名
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意

分
野
を
生
か
し
、
毎
回
手
作
り

ケ
ー
キ
と
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
理
を
し

な
い
で
続
け
て
い
け
る
こ
と
を
心

二
十
三
年
五
月
に
発
足
し
、
構
成

員
は
鹿
ノ
台
十
一
自
治
会
、
体

育
ク
ラ
ブ
、
文
化
ク
ラ
ブ
、
自
治

会
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
諸
団
体

等
で
千
二
百
五
十
名
を
超
え
て
い

ま
す
。
今
回
の
防
災
訓
練
に
臨
む

に
あ
た
り
事
前
に
半
日
を
か
け
て

参
加
者
に
自
主
防
災
会
に
よ
る
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
で
三
回
目
の
防
災
訓
練

で
す
が
回
を
重
ね
る
た
び
に
少
し

ず
つ
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
道
の
り
は
遠
く
感
じ

ま
す
が
、
こ
れ
を
ひ
と
つ
の
契
機

と
し
て
今
後
も
防
災
知
識
を
増
や

し
防
災
マ
イ
ン
ド
を
深
め
る
努
力

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

掛
け
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
男
性
が
三
割
を
占

め
、
始
め
に
軽
い
体
操
を
し
、
講

演
や
公
演
の
後
、
コ
ー
ヒ
ー
タ

イ
ム
で
お
喋
り
を
楽
し
み
、
キ
ー

ボ
ー
ド
の
伴
奏
で
、
皆
で
歌
を

歌
っ
て
終
わ
り
ま
す
。
自
治
会
か

ら
の
支
援
も
あ
っ
て
、
よ
う
や
く

地
域
の
皆
さ
ん
に
「
サ
ロ
ン
」
の

存
在
が
認
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

未
だ
参
加
し
て
い
な
い
方
に
も

参
加
い
た
だ
け
る
魅
力
あ
る
企
画

を
し
、
月
一
回
楽
し
い
時
間
の

共
有
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
お
互
い
に
顔
見
知
り
に
な

り
、
も
し
災
害
が
お
き
て
も
共
助

出
来
る
人
の
和
と
輪
で
繋
が
っ
て

い
け
る
サ
ロ
ン
を
目
指
し
た
い
と

望
ん
で
い

ま
す
。

各
地
区
の
活
動
紹
介

　 川 翠 松 園（有）

植木・和洋庭園・造園土木・外構工事
見積・設計・施工・管理
奈良県知事許可（般）第 7258号

〒630-0226　生駒市小平尾町 176番地
ＴＥＬ（0743）77－6344　ＦＡＸ（0743）77－8896
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平
成
十
九
年
新
潟
中
越
大
地

震
、
平
成
二
十
三
年
東
日
本
大
震

災
、
こ
の
十
年
日
本
の
不
況
は
改

善
さ
れ
な
い
ま
ま
長
い
ト
ン
ネ
ル

の
中
で
、
自
治
会
か
ら
の
市
へ
の

要
望
も
財
政
難
の
中
で
実
現
が
難

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

中
地
区
自
治
連
合
会
長
も
門
前

町
の
寺
井
さ
ん
、
元
町
の
稲
森
さ

ん
へ
と
代
わ
り
、
平
成
二
十
年
に

私
、
森
岡
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

地
区
連
合
会
の
活
動
も
、
こ
の

十
年
で
、
大
き
く
変
わ
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
単
位
自
治
会
で
実
施

さ
れ
て
い
た
地
区
別
体
力
づ
く
り

補
助
金
を
利
用
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ

等
も
連
合
会
単
位
で
な
い
と
認
め

ら
れ
な
く
な
り
、
そ
れ

に
代
わ
る
地
区
独
自
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
も

五
回
を
数
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
一
昨
年

か
ら
は
地
区
全
体
の
ハ

イ
キ
ン
グ
と
し
て
、
山

の
辺
の
道
を
桜
井
か
ら

天
理
ま
で
の
区
間
を
二

年
に
分
け
て
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
駒
市
に
住
ま
い
し
て
三
十
五

年
、
毎
年
環
境
の
変
化
が
早
い

の
に
は
驚
く
ば
か
り
で
す
。
生
駒

市
の
「
関
西
一
魅
力
的
な
住
宅

都
市
」
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

東
生
駒
月
見
町
自
治
会
は
、
初

代
小
川
孝
太
郎
さ
ん
か
ら
私
で
五

代
目
で
す
。
私
は
、
小
川
さ
ん
の

時
代
か
ら
約
二
十
五
年
副
会
長
と

し
て
、
地
域
の
方
の
ご
協

力
で
安
全
と
安
心
の
自
治

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

春
に
は
、
桜
ま
つ
り
を

開
催
し
、
お
年
寄
り
か
ら

小
さ
な
子
供
さ
ん
ま
で
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
併
せ

て
、
炊
き
出
し
を
中
心
と

し
た
防
災
訓
練
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
隣
さ
ん
同
士

が
い
つ
で
も
あ
い
さ
つ
が

出
来
る
よ
う
に
五
人
組
と

い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
。

地
震
、
集
中
豪
雨
、
い
つ

何
が
起
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
五
人
組
は
ご
近
所
両

隣
の
安
全
確
認
と
班
長
さ

　

宝
山
寺
参
道
の
改
修
要
望
も
地

元
自
治
会
と
と
も
に
地
区
全
体
の

要
望
と
し
て
お
願
い
を
し
、
実
現

を
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
悲
惨
な

映
像
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
被

災
地
を
県
外
研
修
先
に
選
ぶ
こ
と

の
是
非
を
二
十
五
自
治
会
長
さ
ん

と
論
議
を
重
ね
、
阪
神
淡
路
大
震

災
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
出
来

な
か
っ
た
と
の
反
省
の
意
見
も
踏

ま
え
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
地
の
迷
惑
を
か
え
り
見
ず
、

陸
前
高
田
市
で
は
、
市
長
さ
ん
と

面
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
関
市

で
は
、
沿
岸
部
の
被
災
都
市
の
支

援
の
生
々
し
い
状
況
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
は
、
中
地
区
で
の
防

災
活
動
に
対
す
る
各
自
治
会
の
決

意
を
大
き
く
高
め
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す

ん
へ
の
報
告
、
他
の
班
内
の
救

助
、
各
会
員
世
帯
の
人
数
確
認
な

ど
や
る
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。

各
役
員
も
訓
練
で
は
真
剣
そ
の
も

の
で
す
。　

　

東
地
区
自
治
連
合
会
の
歩
こ
う

会
で
は
、
家
族
の
参
加
が
多
く
大

変
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

私
ご
と
で
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
往い

馬こ
ま

大
社
の
火
祭
り
で

は
、「
弁べ
ん

随ず
り

」
と
い
う
大
役
を
仰

せ
つ
か
り
、
大
変
光
栄
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
次
世
代
の
夢
リ
ニ
ア
新

駅
を
生
駒
に
誘
致
を
と
、
市
を
あ

げ
て
の
運
動
に
協
力
を
し
た
い
と

思
い
ま
す

中
地
区
自
治
連
合
会

東
地
区
自
治
連
合
会

中
地
区
の
十
年
を
振
り
返
っ
て

中
地
区
自
治
連
合
会
長

　

森
岡　

文
夫

こ
の
十
年
を
振
り
返
っ
て

東
生
駒
月
見
町
自
治
会
長

　

西
野　

秀
男

宮城県名取市閖上地区（平成23年9月）
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南
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
か
ら
二

年
間
の
実
証
運
行
を
終
え
、
昨
年

十
月
か
ら
本
格
運
行
に
移
行
し
ま

し
た
。
利
用
者
か
ら
重
た
い
物
等

の
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
、
外
出
機
会
が
増
え
た
な
ど
と

喜
び
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
地
形
が
急
峻
で
あ
る
な

ど
で
買
い
物
や
通
院
が
不
便
な
地

域
の
人
の
日
常
生
活
を
支
え
る
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
。
南
地

区
は
、
萩
原
線
と
西
畑
線
の
二
つ

の
経
路
で
実
証
運
行
を
し
、
利
用

実
績
が
基
準
を
満
た
せ
ば
本
格
運

行
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

基
準
と
は
、
市
の
負
担
割
合

を
、
車
両
費
を
除
く
運
行
通
常
経

費
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
限
度
と

す
る
。
要
す
る
に
運
賃
な
ど
の
収

入
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
る

こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

実
は
、
こ
れ
は
高
い
ハ
ー
ド
ル

で
し
た
。
沿
線
自
治
会
で
は
、
集

会
な
ど
の
機
会
に
利
用
を
呼
び
か

け
る
な
ど
し
て
も
、
利
用
者
数
は

伸
び
悩
み
、
何
と
か
打
開
し
た
い

と
、
昨
年
二
月
に
、
萩
原
線
を
有

里
線
に
変
更
す
る
路
線
の
見
直
し

や
ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
も
効
果
は
、
限
定
的
で

基
準
に
は
あ
と
一
息
。

　

五
月
に
、
青
山
台
自
治
会
が
一

度
は
乗
っ
て
体
験
し
て
欲
し
い
と

全
二
百
三
十
三
戸
に
二
回
乗
車
分

の
回
数
券
を
配
布
。
利
用
者
は
一

気
に
増
え
、「
一
度
乗
る
と
、
も

う
歩
け
な
い
。」
と
常
連
客
も
多

数
生
ま
れ
ま
し
た
。
他
方
、
山
間

の
飲
食
店
な
ど
の
協
力
も
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

市
の
負
担
は
、
四
十
四
パ
ー
セ
ン

ト
。
基
準
達
成
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
今
日

も
急
な
山
道
を
走
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
の
進
む
地
域
の
足
と
し

て
、
守
り
育
て
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

南
地
区
自
治
連
合
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
走
る

藤
尾
町
自
治
会
長桒く

わ

原は
ら　

光
信

九
　
月

　
　
五
日
　
南
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
県
外
視
察
研
修

　
　
六
日
　
第
三
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　
　
第
一
回
テ
ー
マ
別
部
会

　
　
　
　
　（
市
民
自
治
）

十
　
月

　
　
一
日
　
第
五
回
正
副
会
長
会
議

　
　
八
日
　
北
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

　
二
二
日
　
西
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

　
二
四
日
　
中
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

　
二
八
日
　
第
一
回
テ
ー
マ
別
部
会

　
　
　
　
　（
防
災
）

　
三
十
日
　
奈
良
県
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
自
治
功
労
者
表
彰
式

十
一
月

　
　
六
日
　
第
四
回
常
任
理
事
会

　
　
八
〜
　
東
地
区
自
治
連
合
会

　
　
九
日
　
県
外
視
察
研
修

　
一
二
日
　
南
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

　
一
四
日
　
市
長
と
の
懇
談
会

　
二
一
〜
　
奈
良
県
自
治
連
合
会

　
二
二
日
　
視
察
研
修

　
二
九
日
　
第
六
回
正
副
会
長
会
議

十
二
月

　
　
五
日
　
東
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

　
一
二
日
　
第
四
回
編
集
委
員
会

一
　
月

　
　
九
日
　
第
五
回
常
任
理
事
会

　
一
〇
日
　
第
五
回
編
集
委
員
会

　
一
七
日
　
奈
良
県
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
研
修
会

　
二
三
日
　
第
二
回
テ
ー
マ
別
部
会

　
　
　
　
　（
防
災
）

二
　
月

　
　
二
日
　
第
二
回
全
体
集
会

　
　
四
日
　
第
七
回
正
副
会
長
会
議

　
　
七
日
　
第
六
回
編
集
委
員
会

日
　
　
誌

　

第
四
十
号
の
自
治
連

合
会
だ
よ
り
の
発
刊
に

際
し
、
こ
れ
ま
で
の
十
年

を
ま
と
め
る
と
い
う
意
味

で
、
一
年
遅
れ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
自
治
連
合
会
長

の
十
年
の
ま
と
め
と
、
再

選
さ
れ
た
市
長
さ
ま
に
お
言
葉
を

頂
き
、
四
十
周
年
記
念
特
別
号
と

し
て
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

通
常
号
と
お
な
じ
ペ
ー
ジ
建
て

で
あ
り
ま
す
が
、
連
合
会
・
各
地

区
の
活
動
の
写
真
を
、
表
裏
面
カ

ラ
ー
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
多
数

の
写
真
を
紙
数
の
関
係
で
割
愛
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集
委
員
長　
　

森
岡　

文
夫

編
集
委
員　
　
　

池
田　

健
二

　
　
　
　
　
　
　

西
野　

秀
男

　
　
　
　
　
　
　

吉
川　
　

太

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　
　

登

編集後記編集後記編集後記編集後記
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生駒市総合防災訓練

義援金を贈呈

陸前高田市 気仙沼市 山元町

西地区会場

（平成24年12月2日）

（平成23年6月）

東地区会場

中地区会場

第 1次避難場所安否確認（元町 2丁目）

MCA無線

新聞紙でスリッパづくり

ボランティアスタッフとして活躍した若楽若楽ウオーク（平成17年10月）

各自治会から集めた義援金1,100万円を2市1町へ

耐震性貯水槽からの給水訓練

～主会場と地区会場が連携して訓練しました。～

主会場（北地区真弓小学校）

南地区会場

第
一
次
集
合
場
所
か
ら

指
定
避
難
所
へ


